






Ⅰ.現在までの経過 

先天異常対策を国家的に進めるにあたって,貴重な患者のコピーとしての細胞を保存・整理

することは最も基本的必須の作業である。 

すでに,昭和 49 年に提出された「国立遺伝衛生研究所」設立案,昭和 50年の「先天異常モ

ニタリングセンター」設立案,「細胞バンク設立のための基礎調査」(大浦,北川),昭和 54

年の「細胞バンクの設立と運営に関する研究」(大浦他)と多くの提案が過去になされてき

たが,実施の運びに至っていない。 

このような状況下で本年度「診断技術の向上に関する研究小委員会(分担研究者 大浦)」の

中に「細胞バンクグループ」が作られ検討が行われた。 


